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介護ロボットの製品名

通信環境整備の製品名

所

名

ビスの種類

導入時期及び台数

社会福祉法人東根福祉会

名

購入又はりースの別

※該当する方に0を記入

特別養護老人ホーム白水荘【事業所番号:0釘1700185】

介護老人福祉施設

[製品名]

Comuoon mobiletype wsG

Comuoon mobiletype HS

[導入時期]令和5年1月30日

<1西1^、・リース(契約期間

事業概要(現在の問題点・

導入台数の妥当性・職員と

の導入意義の共有)

今回導入予定の、介護ロボット機器「コミューン」は、聴覚機能が

低下した利用者との音声コミュニケーションを補助する機器で、難聴

の利用者との音声コミニニーションやレクリエーション、りハビリテ

ーションをする際に、介護員と高齢者の双方の負担を軽減することが

できる機器である。

これまでは、難聴の利用者とコミュニケーションを図る際は、介護

員が大きな声を出したり、筆談等で対応をしており、何度も言い直し

をして時間がかかったり、大声で利用者に威圧を与えてしまうことが

あったが、機器を導入することで、介護員の介護負担軽減や利用者の

精神的負担の軽減が期待できる。

また、新型コロナウイルス禍の面会制限下でも、 2台導入すること

で、マスク越し、ガラス越し、パーテーション越しでも、双方向から

のコミュニケーションが可能になり、感染対策を行いつつ、良質なコ

ミュニケーションによる、利用者、家族、職員間の信頼関係の向上が

期待できる。

導入後は、難聴に関して理解する研修を定期的に実施し、当該ロボ

ツト使用による利用者のQOLの変化を把握・記録し、更なる介護サ

ービスの向上と介護員の身体的、精神的負担の軽減に努める。

定員数

[導入台数]2台

年

100名

月~

機器を導入することによ

り達成する目標(機器導入

の翌年から3年間、年度

毎)

年 月)

0導入後(翌年) 1年目

機器の使用方法や効果について、全職員が理解し、使用することが

できる。

02年目

認知症の進行りスクとなる難聴を早期に発見し、コミュニーション

の機会を増やすことで、利用者にとって安心な生活環境を整える。

03年目

介護員の身体的・精神的負担を軽減し、籬職率の低下を目指す。



期待される効果等

0導入後(翌年) 1年目

難聴の高齢者とコミュニケーションを図る際、「大きな声を出すこ

と」や「何度も言い直すことがなくなり、介護負担が軽減するど共

に、利用者の精神的負担が軽減する。ガラス越しやパーテーション越

しでも、コミュニケーションが可能となり、感染対策にもなる。

02年目

認知症と難聴のある利用者に使用し、作業指示が明確に入ること

で、介護員との意思疎通がスムーズになり、より安心して過ごせる環

境作りと、最適な音声での対応が可能となる。

効果検証の方法(効果に関

するデータを客観的な評

価指標に基づいて記録)

03年目

難聴の利用者の声かけやレクリエーションなどに効率的に対応す

る事で、介護員の言い直しや大声による負担を軽減し、介護時間を短

縮することで、籬職率や休職率の低下が期待できる。

3 事業・導入スケジューノレ

機器の使用状況を記録し、使用した場合、しない場合の介護時間比

較を行う。また、面会での使用状況や回数を記録する。

利用者の使用時の反応「聴き取りやすさ」「うなずきやまばたきの

回数」「表情」などを記録し、精神的な負担が軽減できているか検証

する。

介護員の満足度を記録し、導入前後の離職率・休職率を比較する。

期間(予定)

令和 4年11月7日

~令和 4年11月30日

令和 4年12月1日

~令和 4年12月31日

令和5年1月1日

~令和 5年1月31日

業務状況の分析

問題点の洗い出しと難聴及び

認知症利用者の選定

令和5年2月1日

~令和 5年2月28日

内

導入担当者・チーム体制整備

(導入・活用・効果検証の各担

当者)

令和5年3月1日

~令和 5年3月31日

実際に機器を使用する者(介護

員等)の意見聴取

令和5年4月1日

~令和 6年2月29日

機器導入及び職員の機器使用

方法の理解及び研修計画・マニ

ユアノレ整備

経費概要

導入によるケア方法の見直し

効果検証の実施(1年目)

備考容



令和6年3月1日

~令和 6年3月31日

令和6年4日1日

~令和 7年2月28日

令和7年3日1日

~令和 7年3月31日

効果検証の結果に基づいた業

務改善の取組検討(1年副

令和7年4月1日

~令和 8年2月28日

効果検証の実施(2年目)

令和8年3月1日

~令和 8年3月31日

※スケジュール作成の留意点について

スケジュールにおける導入・活用・効果検証にあたり、実施方法、体制づくり、業務

の見直し等について、以下の点を反映させること

効果検証の結果に基づいた業

務改善の取組検討(2年目)

効果検証の実施(3年助

f-ー、ー・・ーーとー一寸」.円コ」一ι、差「ーハ、ι-1.「1コ) Y ,ゴ"一之、、、 J._コ゛1"マん゛、オι一日'才,,・、 1工..、イ'1口 J4、、.ヰ」. iJ^、ι●ヰ=土口 14-_1、 i、'、ノ「一^、1-^、ハ、 TI..ιtオ＼

効果検証の結果に基づいた業

務改善の取組検討(3年助


